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○
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
六
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

３

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
障
害
児
相
談
支
援
事
業
、
児
童
自

二

児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
児
童
居
宅
介
護
等
事
業
、
児
童
デ

立
生
活
援
助
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
又
は
子
育
て

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
児
童
短
期
入
所
事
業
、
障
害
児
相
談
支
援

短
期
支
援
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
助
産
施
設
、
保
育
所
、
児

事
業
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

童
厚
生
施
設
又
は
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業

業
又
は
子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
助
産
施
設

及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
事
業

、
保
育
所
、
児
童
厚
生
施
設
又
は
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を

経
営
す
る
事
業
及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
相
談
に
応

ず
る
事
業

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

四
の
二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号

）
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
法
附
則
第
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
み
な
さ
れ
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た
事
業
を
含
む
。
）

五

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事

五

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
居
宅
介
護
等

業
、
身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
、
手
話
通
訳
事
業
又
は
介

事
業
、
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
身
体
障
害
者
短
期

助
犬
訓
練
事
業
若
し
く
は
聴
導
犬
訓
練
事
業
、
同
法
に
規
定
す

入
所
事
業
、
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業
、
身
体
障
害
者
生
活

る
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作
施
設
、
盲
導
犬

訓
練
等
事
業
、
手
話
通
訳
事
業
又
は
介
助
犬
訓
練
事
業
若
し
く

訓
練
施
設
又
は
視
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
を
経
営
す
る
事

は
聴
導
犬
訓
練
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
福
祉
セ

業
及
び
身
体
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事
業

ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作
施
設
、
盲
導
犬
訓
練
施
設
又
は
視
聴
覚

障
害
者
情
報
提
供
施
設
を
経
営
す
る
事
業
及
び
身
体
障
害
者
の

更
生
相
談
に
応
ず
る
事
業

六

知
的
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事

六

知
的
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
居
宅
介
護
等

業
、
同
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事
業
、
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
知
的
障
害
者
短
期

を
経
営
す
る
事
業
及
び
知
的
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事

入
所
事
業
、
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事
業
又
は
知
的
障
害

業

者
相
談
支
援
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業
及
び
知
的
障
害
者
の
更
生
相

談
に
応
ず
る
事
業

七

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

七

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会

十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会

復
帰
施
設
を
経
営
す
る
事
業

復
帰
施
設
を
経
営
す
る
事
業
及
び
同
法
に
規
定
す
る
精
神
障
害

者
居
宅
生
活
支
援
事
業

八
～
十
三

（
略
）

八
～
十
三

（
略
）
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４

（
略
）

４

（
略
）
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○
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
六
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

２

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

三
の
二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号

）
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
を
経
営
す
る
事
業

四

障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

四

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

号
）
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
施
設
、
身
体
障
害
者
療
護

さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
を
経
営

施
設
、
身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
又
は
身
体
障
害
者
授
産
施
設

す
る
事
業

を
経
営
す
る
事
業

五

障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

五

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設

さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
を
経
営
す
る

、
知
的
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
又
は
知
的
障
害
者
通
勤
寮
を
経
営

事
業

す
る
事
業

六
・
七

（
略
）

六
・
七

（
略
）

３

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

３

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
、
放
課

二

児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
障
害
児
相
談
支
援
事
業
、
児
童
自

後
児
童
健
全
育
成
事
業
又
は
子
育
て
短
期
支
援
事
業
、
同
法
に

立
生
活
援
助
事
業
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
又
は
子
育
て

規
定
す
る
助
産
施
設
、
保
育
所
、
児
童
厚
生
施
設
又
は
児
童
家

短
期
支
援
事
業
、
同
法
に
規
定
す
る
助
産
施
設
、
保
育
所
、
児

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業
及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進

童
厚
生
施
設
又
は
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
事
業

に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
事
業

及
び
児
童
の
福
祉
の
増
進
に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
事
業

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

四
の
二

障
害
者
自
立
支
援
法
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

四
の
二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号

事
業
、
相
談
支
援
事
業
又
は
移
動
支
援
事
業
及
び
同
法
に
規
定

）
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
法
附
則
第
八
条

す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
福
祉
ホ
ー
ム
を
経
営
す
る

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
み
な
さ
れ

事
業

た
事
業
を
含
む
。
）

五

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

五

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事

号
）
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
、
手
話
通
訳

業
、
身
体
障
害
者
生
活
訓
練
等
事
業
、
手
話
通
訳
事
業
又
は
介

事
業
又
は
介
助
犬
訓
練
事
業
若
し
く
は
聴
導
犬
訓
練
事
業
、
同

助
犬
訓
練
事
業
若
し
く
は
聴
導
犬
訓
練
事
業
、
同
法
に
規
定
す

法
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作
施

る
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
補
装
具
製
作
施
設
、
盲
導
犬

設
、
盲
導
犬
訓
練
施
設
又
は
視
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
を

訓
練
施
設
又
は
視
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
を
経
営
す
る
事

経
営
す
る
事
業
及
び
身
体
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事
業

業
及
び
身
体
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事
業

六

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）

六

知
的
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
相
談
支
援
事

に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事
業

業
、
同
法
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
経
営
す
る
事
業
及
び
知
的
障
害
者
の
更
生
相
談
に
応
ず
る
事
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業

七

障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

七

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た

十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会

同
条
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
を
経
営
す
る
事

復
帰
施
設
を
経
営
す
る
事
業

業
八
～
十
三

（
略
）

八
～
十
三

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）
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○
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
で
政
令
で
定
め
る
日
施
行
）

（
附
則
第
六
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

２

次
に
掲
げ
る
事
業
を
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

（
略
）

三
の
二

（
略
）

四

障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
を
経
営

す
る
事
業

五

削
除

五

障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
を
経
営
す
る

事
業

六
・
七

（
略
）

六
・
七

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）
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七

削
除

七

障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た

同
条
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
を
経
営
す
る
事

業

八
～
十
三

（
略
）

八
～
十
三

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）
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○
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
六
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
社
会
福
祉
事
業
」
と
は
、
次
に
掲

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
社
会
福
祉
事
業
」
と
は
、
次
に
掲

げ
る
事
業
を
い
う
。

げ
る
事
業
を
い
う
。

一

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

一

児
童
福
祉
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
な
さ
れ
た
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業

が
な
さ
れ
た
児
童
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
う
ち
児
童
居
宅
介
護

等
事
業
及
び
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業

二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第

二

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
障
害
福
祉

出
が
な
さ
れ
た
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
う
ち
身
体

サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
法
附
則
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障

障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
み
な
さ
れ
た
事
業
を
含
む
。
）
の
う

ち
居
宅
介
護
、
行
動
援
護
、
外
出
介
護
又
は
共
同
生
活
援
助
を

行
う
事
業

三

知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
九
条
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
知

的
障
害
者
居
宅
生
活
援
助
事
業
の
う
ち
知
的
障
害
者
居
宅
介
護

等
事
業
及
び
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事
業
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三

（
略
）

四

（
略
）

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

13

13
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○
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
六
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
施
設
」
と
は
、
次
に
掲

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
施
設
」
と
は
、
次
に
掲

げ
る
施
設
を
い
う
。

げ
る
施
設
を
い
う
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

三
の
二

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第

六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
障
害
者
自

立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
に
規
定
す
る
障

害
者
支
援
施
設

四

社
会
福
祉
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な

四

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
六
十

さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
身
体
障
害
者
福

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
に
規
定
す
る

と
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
う
ち
身
体
障
害
者
更
生
施
設
、

身
体
障
害
者
療
護
施
設
及
び
身
体
障
害
者
授
産
施
設

五

社
会
福
祉
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な

五

社
会
福
祉
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な

さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定

さ
れ
た
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

号
）
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
う
ち
知
的
障
害
者
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と
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設

更
生
施
設
、
知
的
障
害
者
授
産
施
設
及
び
知
的
障
害
者
通
勤
寮

六

（
略
）

六

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
社
会
福
祉
事
業
」
と
は
、
次
に
掲

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
社
会
福
祉
事
業
」
と
は
、
次
に
掲

げ
る
事
業
を
い
う
。

げ
る
事
業
を
い
う
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

障
害
者
自
立
支
援
法
第
七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第

出
が
な
さ
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
う
ち
居
宅
介
護
、

七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な
さ
れ
た
障
害
福
祉

重
度
訪
問
介
護
、
行
動
援
護
、
療
養
介
護
、
生
活
介
護
、
共
同

サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
法
附
則
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障

生
活
介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
又

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
み
な
さ
れ
た
事
業
を
含
む
。
）
の
う

は
共
同
生
活
援
助
を
行
う
事
業
及
び
移
動
支
援
事
業

ち
居
宅
介
護
、
行
動
援
護
、
外
出
介
護
又
は
共
同
生
活
援
助
を

行
う
事
業

三

（
略
）

三

（
略
）

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

13

13
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○
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
新
旧
対
照
表

（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
で
政
令
で
定
め
る
日
施
行
）

（
附
則
第
六
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
施
設
」
と
は
、
次
に
掲

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
社
会
福
祉
施
設
」
と
は
、
次
に
掲

げ
る
施
設
を
い
う
。

げ
る
施
設
を
い
う
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

（
略
）

三
の
二

（
略
）

四

社
会
福
祉
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な

さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設

五

削
除

五

社
会
福
祉
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
な

さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
附
則
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
援
護
施
設

六

（
略
）

六

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

13

13
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○
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
新
旧
対
照
表

（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
六
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
業
務
の
範
囲
）

（
業
務
の
範
囲
）

第
十
一
条

の
ぞ
み
の
園
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

第
十
一
条

の
ぞ
み
の
園
は
、
第
三
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

次
の
業
務
を
行
う
。

次
の
業
務
を
行
う
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

障
害
者
支
援
施
設
（
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法

三

知
的
障
害
者
援
護
施
設
（
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十

律
第

号
）
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援

五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
的
障

施
設
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
知
的
障
害

害
者
援
護
施
設
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て

者
の
支
援
の
業
務
に
従
事
す
る
者
の
養
成
及
び
研
修
を
行
う
こ

知
的
障
害
者
の
支
援
の
業
務
に
従
事
す
る
者
の
養
成
及
び
研
修

と
。

を
行
う
こ
と
。

四

知
的
障
害
者
の
支
援
に
関
し
、
障
害
者
支
援
施
設
の
求
め
に

四

知
的
障
害
者
の
支
援
に
関
し
、
知
的
障
害
者
援
護
施
設
の
求

応
じ
て
援
助
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

め
に
応
じ
て
援
助
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

五

（
略
）

五

（
略
）
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○
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
号
）

新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
七
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
生
活
環
境
の
調
整
）

（
生
活
環
境
の
調
整
）

第
百
一
条

保
護
観
察
所
の
長
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又

第
百
一
条

保
護
観
察
所
の
長
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又

は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該

は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該

決
定
を
受
け
た
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た
め
、
当
該
決
定

決
定
を
受
け
た
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た
め
、
当
該
決
定

を
受
け
た
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
相
談
に
応
じ
、
当
該
決
定
を
受

を
受
け
た
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
相
談
に
応
じ
、
当
該
決
定
を
受

け
た
者
が
、
指
定
入
院
医
療
機
関
の
管
理
者
に
よ
る
第
九
十
一
条

け
た
者
が
、
指
定
入
院
医
療
機
関
の
管
理
者
に
よ
る
第
九
十
一
条

の
規
定
に
基
づ
く
援
助
並
び
に
都
道
府
県
及
び
市
町
村
（
特
別
区

の
規
定
に
基
づ
く
援
助
並
び
に
都
道
府
県
及
び
市
町
村
（
特
別
区

を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
又
は
第
四
十
九
条
、
障
害
者
自
立

祉
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
そ
の
他
の
精
神
障

支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第
二
十
九
条
そ
の
他

害
者
の
保
健
又
は
福
祉
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
を

の
精
神
障
害
者
の
保
健
又
は
福
祉
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
あ
っ
せ
ん
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
、

く
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
あ
っ
せ
ん
す
る
等
の
方
法

退
院
後
の
生
活
環
境
の
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
よ
り
、
退
院
後
の
生
活
環
境
の
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
処
遇
の
実
施
計
画
）

（
処
遇
の
実
施
計
画
）

第
百
四
条

（
略
）

第
百
四
条

（
略
）

２

前
項
の
実
施
計
画
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指

２

前
項
の
実
施
計
画
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指

定
通
院
医
療
機
関
の
管
理
者
に
よ
る
医
療
、
社
会
復
帰
調
整
官
が

定
通
院
医
療
機
関
の
管
理
者
に
よ
る
医
療
、
社
会
復
帰
調
整
官
が

実
施
す
る
精
神
保
健
観
察
並
び
に
指
定
通
院
医
療
機
関
の
管
理
者

実
施
す
る
精
神
保
健
観
察
並
び
に
指
定
通
院
医
療
機
関
の
管
理
者

に
よ
る
第
九
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
、
都
道
府
県
及
び
市

に
よ
る
第
九
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
、
都
道
府
県
及
び
市

町
村
に
よ
る
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第

町
村
に
よ
る
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第

四
十
七
条
又
は
第
四
十
九
条
、
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条

四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
そ
の
他
の
精
神
障
害
者
の
保
健
又
は
福

そ
の
他
の
精
神
障
害
者
の
保
健
又
は
福
祉
に
関
す
る
法
令
の
規
定

祉
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
そ
の
他
当
該
決
定
を
受

に
基
づ
く
援
助
そ
の
他
当
該
決
定
を
受
け
た
者
に
対
し
て
な
さ
れ

け
た
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
援
助
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
及
び
方

る
援
助
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
及
び
方
法
を
記
載
す
る
も
の
と
す

法
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
関
係
機
関
相
互
間
の
連
携
の
確
保
）

（
関
係
機
関
相
互
間
の
連
携
の
確
保
）

第
百
八
条

保
護
観
察
所
の
長
は
、
医
療
、
精
神
保
健
観
察
、
第
九

第
百
八
条

保
護
観
察
所
の
長
は
、
医
療
、
精
神
保
健
観
察
、
第
九

十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
及
び
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
及
び
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
又
は
第
四
十
九
条
、
障
害
者
自

福
祉
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
、
第
四
十
九
条
そ
の
他
の
精
神

立
支
援
法
第
二
十
九
条
そ
の
他
の
精
神
障
害
者
の
保
健
又
は
福
祉

障
害
者
の
保
健
又
は
福
祉
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
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に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
援
助
が
、
第
百
四
条
の
規
定
に

が
、
第
百
四
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
実
施
計
画
に
基
づ
い

よ
り
定
め
ら
れ
た
実
施
計
画
に
基
づ
い
て
適
正
か
つ
円
滑
に
実
施

て
適
正
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
通
院

さ
れ
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
通
院
医
療
機
関
の
管
理
者
並
び

医
療
機
関
の
管
理
者
並
び
に
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
と
の

に
都
道
府
県
知
事
及
び
市
町
村
長
と
の
間
に
お
い
て
必
要
な
情
報

間
に
お
い
て
必
要
な
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
し
て
協
力
体
制
を
整

交
換
を
行
う
な
ど
し
て
協
力
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
処
遇

備
す
る
と
と
も
に
、
処
遇
の
実
施
状
況
を
常
に
把
握
し
、
当
該
実

の
実
施
状
況
を
常
に
把
握
し
、
当
該
実
施
計
画
に
関
す
る
関
係
機

施
計
画
に
関
す
る
関
係
機
関
相
互
間
の
緊
密
な
連
携
の
確
保
に
努

関
相
互
間
の
緊
密
な
連
携
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
七
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
四
十
六
条

障
害
年
金
ノ
支
給
ヲ
受
ク
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
者
ガ
其

第
四
十
六
条

障
害
年
金
ノ
支
給
ヲ
受
ク
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
者
ガ
其

ノ
受
ク
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
障
害
年
金
ノ
支
給
事
由
タ
ル
障
害
ニ
シ

ノ
受
ク
ル
権
利
ヲ
有
ス
ル
障
害
年
金
ノ
支
給
事
由
タ
ル
障
害
ニ
シ

テ
厚
生
労
働
省
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
程
度
ノ
モ
ノ
ニ
因
リ
常
時
又
ハ

テ
厚
生
労
働
省
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
程
度
ノ
モ
ノ
ニ
因
リ
常
時
又
ハ

随
時
介
護
ヲ
要
ス
ル
状
態
ニ
在
リ
且
常
時
又
ハ
随
時
介
護
ヲ
受
ク

随
時
介
護
ヲ
要
ス
ル
状
態
ニ
在
リ
且
常
時
又
ハ
随
時
介
護
ヲ
受
ク

ル
ト
キ
ハ
当
該
介
護
ヲ
受
ク
ル
期
間
（
左
ニ
掲
グ
ル
期
間
ヲ
除
ク

ル
ト
キ
ハ
当
該
介
護
ヲ
受
ク
ル
期
間
（
左
ニ
掲
グ
ル
期
間
ヲ
除
ク

）
其
ノ
者
ニ
対
シ
介
護
料
ヲ
支
給
ス

）
其
ノ
者
ニ
対
シ
介
護
料
ヲ
支
給
ス

一

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第

一

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

五
条
第
十
二
項
ニ
規
定
ス
ル
障
害
者
支
援
施
設
（
次
号
ニ
於
テ

号
）
第
三
十
条
ニ
規
定
ス
ル
身
体
障
害
者
療
護
施
設
其
ノ
他
之

障
害
者
支
援
施
設
ト
称
ス
）
ヘ
ノ
入
所
ノ
期
間
（
同
条
第
六
項

ニ
準
ズ
ル
施
設
ト
シ
テ
厚
生
労
働
大
臣
ノ
定
ム
ル
モ
ノ
ヘ
ノ
入

ニ
規
定
ス
ル
生
活
介
護
（
次
号
ニ
於
テ
生
活
介
護
ト
称
ス
）
ヲ

所
ノ
期
間

受
ケ
タ
ル
場
合
ニ
限
ル
）

二

障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介
護
ヲ
行
フ
モ
ノ
ニ
限
ル
）
ニ
準

ズ
ル
施
設
ト
シ
テ
厚
生
労
働
大
臣
ノ
定
ム
ル
モ
ノ
ヘ
ノ
入
所
ノ

期
間

三

病
院
又
ハ
診
療
所
ヘ
ノ
入
院
ノ
期
間

二

病
院
又
ハ
診
療
所
ヘ
ノ
入
院
ノ
期
間

②

（
略
）

②

（
略
）
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○
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
七
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
二
条
の
八

（
略
）

第
十
二
条
の
八

（
略
）

②
・
③

（
略
）

②
・
③

（
略
）

④

介
護
補
償
給
付
は
、
障
害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
を
受

④

介
護
補
償
給
付
は
、
障
害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
を
受

け
る
権
利
を
有
す
る
労
働
者
が
、
そ
の
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障

け
る
権
利
を
有
す
る
労
働
者
が
、
そ
の
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障

害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
で
あ

害
補
償
年
金
又
は
傷
病
補
償
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
で
あ

つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は

つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は

随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護

随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護

を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
間
（
次
に
掲

を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
間
（
次
に
掲

げ
る
間
を
除
く
。
）
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ

げ
る
間
を
除
く
。
）
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
請
求
に
基
づ

い
て
行
う
。

い
て
行
う
。

一

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第

一

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
以
下
「
障
害

号
）
第
三
十
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
そ
の
他
こ

者
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い
る
間
（
同
条
第
六

れ
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
入

項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
（
以
下
「
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）

所
し
て
い
る
間

を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

二

障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
に
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準
ず
る
施
設
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
入
所
し

て
い
る
間

三

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
間

二

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
間

第
二
十
四
条

介
護
給
付
は
、
障
害
年
金
又
は
傷
病
年
金
を
受
け
る

第
二
十
四
条

介
護
給
付
は
、
障
害
年
金
又
は
傷
病
年
金
を
受
け
る

権
利
を
有
す
る
労
働
者
が
、
そ
の
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障
害
年

権
利
を
有
す
る
労
働
者
が
、
そ
の
受
け
る
権
利
を
有
す
る
障
害
年

金
又
は
傷
病
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
で
あ
つ
て
第
十
二
条

金
又
は
傷
病
年
金
の
支
給
事
由
と
な
る
障
害
で
あ
つ
て
第
十
二
条

の
八
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、

の
八
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、

常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は

常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は

随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
間

随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
と
き
に
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
間

（
次
に
掲
げ
る
間
を
除
く
。
）
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
請

（
次
に
掲
げ
る
間
を
除
く
。
）
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
請

求
に
基
づ
い
て
行
う
。

求
に
基
づ
い
て
行
う
。

一

障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
間
（
生
活
介
護
を
受
け

一

身
体
障
害
者
福
祉
法
第
三
十
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療

て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

護
施
設
そ
の
他
第
十
二
条
の
八
第
四
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
間

二

第
十
二
条
の
八
第
四
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

施
設
に
入
所
し
て
い
る
間

三

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
間

二

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
間

②

（
略
）

②

（
略
）
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○
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
七
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
介
護
補
償
）

（
介
護
補
償
）

第
十
四
条
の
二

傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
権

第
十
四
条
の
二

傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
権

利
を
有
す
る
者
が
、
当
該
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を

利
を
有
す
る
者
が
、
当
該
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を

支
給
す
べ
き
事
由
と
な
つ
た
障
害
で
あ
つ
て
人
事
院
規
則
で
定
め

支
給
す
べ
き
事
由
と
な
つ
た
障
害
で
あ
つ
て
人
事
院
規
則
で
定
め

る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に

る
程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に

あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い

あ
り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い

て
は
、
国
は
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
、
介
護
補
償
を
支

て
は
、
国
は
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
、
介
護
補
償
を
支

給
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
入
院
し
、
又

給
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
入
院
し
、
又

は
入
所
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
介
護
補
償
の
支
給
は
、
行

は
入
所
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
介
護
補
償
の
支
給
は
、
行

わ
な
い
。

わ
な
い
。

一

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
場
合

一

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
場
合

二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第

二

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
次
号
に
お
い

号
）
第
三
十
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
そ
の
他
こ

て
「
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合

れ
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
人
事
院
が
定
め
る
も
の
に
入
所
し
て

（
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
（
次
号
に
お
い
て
「
生

い
る
場
合

活
介
護
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
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三

障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
に

準
ず
る
施
設
と
し
て
人
事
院
が
定
め
る
も
の
に
入
所
し
て
い
る

場
合

２

（
略
）

２

（
略
）



- 361 -

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
七
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
支
給
要
件
）

（
支
給
要
件
）

第
二
十
六
条
の
二

都
道
府
県
知
事
、
市
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
管

第
二
十
六
条
の
二

都
道
府
県
知
事
、
市
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
管

理
す
る
町
村
長
は
、
そ
の
管
理
に
属
す
る
福
祉
事
務
所
の
所
管
区

理
す
る
町
村
長
は
、
そ
の
管
理
に
属
す
る
福
祉
事
務
所
の
所
管
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
特
別
障
害
者
に
対
し
、
特
別
障
害
者
手
当

域
内
に
住
所
を
有
す
る
特
別
障
害
者
に
対
し
、
特
別
障
害
者
手
当

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
手
当
」
と
い
う
。
）
を
支
給
す
る
。

（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
手
当
」
と
い
う
。
）
を
支
給
す
る
。

た
だ
し
、
そ
の
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

た
だ
し
、
そ
の
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
に

一

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
次
号
に
お
い
て
「
障
害
者
支
援

号
）
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き
（
同
法
に
規
定
す

る
施
設
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
収
容
さ
れ
て
い
る

る
生
活
介
護
（
次
号
に
お
い
て
「
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
を

と
き
。

受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
。

二

障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
に

類
す
る
施
設
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
入
所
し
て
い

る
と
き
。

三

病
院
又
は
診
療
所
（
前
号
に
規
定
す
る
施
設
を
除
く
。
）
に

二

病
院
又
は
診
療
所
（
前
号
に
規
定
す
る
施
設
を
除
く
。
）
に
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継
続
し
て
三
月
を
超
え
て
入
院
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

継
続
し
て
三
月
を
超
え
て
収
容
さ
れ
る
に
至
つ
た
と
き
。
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○
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
七
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
介
護
補
償
）

（
介
護
補
償
）

第
三
十
条
の
二

傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
権

第
三
十
条
の
二

傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を
受
け
る
権

利
を
有
す
る
者
が
、
当
該
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を

利
を
有
す
る
者
が
、
当
該
傷
病
補
償
年
金
又
は
障
害
補
償
年
金
を

支
給
す
べ
き
事
由
と
な
つ
た
障
害
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る

支
給
す
べ
き
事
由
と
な
つ
た
障
害
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る

程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ

程
度
の
も
の
に
よ
り
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に
あ

り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て

り
、
か
つ
、
常
時
又
は
随
時
介
護
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て

は
、
介
護
補
償
と
し
て
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
、
常
時

は
、
介
護
補
償
と
し
て
、
当
該
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
、
常
時

又
は
随
時
介
護
を
受
け
る
場
合
に
通
常
要
す
る
費
用
を
考
慮
し
て

又
は
随
時
介
護
を
受
け
る
場
合
に
通
常
要
す
る
費
用
を
考
慮
し
て

総
務
大
臣
が
定
め
る
金
額
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る

総
務
大
臣
が
定
め
る
金
額
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る

場
合
に
は
、
そ
の
入
院
し
、
又
は
入
所
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て

場
合
に
は
、
そ
の
入
院
し
、
又
は
入
所
し
て
い
る
期
間
に
つ
い
て

は
、
介
護
補
償
は
、
行
わ
な
い
。

は
、
介
護
補
償
は
、
行
わ
な
い
。

一

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
場
合

一

病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
し
て
い
る
場
合

二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第

二

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
次
号
に
お
い

号
）
第
三
十
条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
そ
の
他
こ

て
「
障
害
者
支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合

れ
に
準
ず
る
施
設
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
入
所
し

（
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護
（
次
号
に
お
い
て
「
生

て
い
る
場
合
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活
介
護
」
と
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

三

障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
に

準
ず
る
施
設
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
入
所
し
て
い

る
場
合

２

（
略
）

２

（
略
）
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○
介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
七
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
適
用
除
外
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
適
用
除
外
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
一
条

介
護
保
険
法
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の

第
十
一
条

介
護
保
険
法
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の

間
、
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
同
法
第
七
条
第
八
項
に
規
定

間
、
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
同
法
第
七
条
第
八
項
に
規
定

す
る
医
療
保
険
加
入
者
又
は
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
障

す
る
医
療
保
険
加
入
者
又
は
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
身

害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第
十
九
条

体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
決
定
（
同
法
第
五
条
第
六
項
に
規
定

十
七
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
給
の
決
定
（
同
法
第
五

す
る
生
活
介
護
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
生
活
介
護
」
と
い
う

条
第
四
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
支
援
に
係
る
も
の

。
）
及
び
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
施
設
入
所
支
援
に
係
る
も

に
限
る
。
）
を
受
け
て
同
法
第
十
七
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定

の
に
限
る
。
）
を
受
け
て
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に
入

指
定
障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
も
の
又
は
身
体
障
害
者

所
し
て
い
る
も
の
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
八
条
第

り
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
も
の
そ
の
他
特
別
の

二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
二
項
に
規

理
由
が
あ
る
者
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
介
護
保
険

定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
生
活
介
護
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

の
被
保
険
者
と
し
な
い
。

に
入
所
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
そ

の
他
特
別
の
理
由
が
あ
る
者
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
し
な
い
。
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２

（
略
）

２

（
略
）



- 367 -

○
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
七
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例
）

（
保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例
）

第
八
十
四
条
の
三

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

第
八
十
四
条
の
三

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

二
百
八
十
三
号
）
第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
訓

二
百
八
十
三
号
）
第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
訓

練
等
支
援
費
の
支
給
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
第
三
項

練
等
支
援
費
の
支
給
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
の
規
定

の
規
定
に
よ
り
入
所
措
置
が
と
ら
れ
て
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に

に
よ
り
入
所
措
置
が
と
ら
れ
て
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に
入
所
し

入
所
し
て
い
る
者
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律

て
い
る
者
又
は
老
人
福
祉
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
養
護
老
人

第
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害

ホ
ー
ム
若
し
く
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
者
に

者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第
五
条
第
十

対
す
る
保
護
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
こ
れ
ら
の
施
設
に
引
き
続

六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
共

き
入
所
し
て
い
る
間
、
そ
の
者
は
、
第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書

同
生
活
援
助
」
と
い
う
。
）
を
行
う
住
居
に
入
居
し
て
い
る
者
、

の
規
定
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
第
十
九
条
第

老
人
福
祉
法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
養
護
老
人

三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

ホ
ー
ム
に
入
所
し
、
若
し
く
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
者
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法

第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

訓
練
等
給
付
費
若
し
く
は
特
例
訓
練
等
給
付
費
の
支
給
を
受
け
て

共
同
生
活
援
助
を
行
う
住
居
に
入
居
し
て
い
る
者
に
対
す
る
保
護
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に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
こ
れ
ら
の
施
設
又
は
住
居
に
引
き
続
き

入
所
し
、
又
は
入
居
し
て
い
る
間
、
そ
の
者
は
、
第
三
十
条
第
一

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
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○
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
七
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例
）

（
保
護
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
の
特
例
）

第
八
十
四
条
の
三

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

第
八
十
四
条
の
三

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

二
百
八
十
三
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
者
自
立

二
百
八
十
三
号
）
第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
訓

支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第
五
条
第
十
二
項
に

練
等
支
援
費
の
支
給
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
第
三
項

規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
障
害
者

の
規
定
に
よ
り
入
所
措
置
が
と
ら
れ
て
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に

支
援
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
し
て
い
る
者
、
知
的
障
害
者
福

入
所
し
て
い
る
者
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律

祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第

第
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害

二
号
の
規
定
に
よ
り
障
害
者
支
援
施
設
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人

者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第
五
条
第
十

国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法
（
平
成
十
四
年

六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
共

法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
独
立
行

同
生
活
援
助
」
と
い
う
。
）
を
行
う
住
居
に
入
居
し
て
い
る
者
、

政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
が
設
置
す

老
人
福
祉
法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
養
護
老
人

る
施
設
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
の
ぞ
み
の
園
」
と
い
う
。
）

ホ
ー
ム
に
入
所
し
、
若
し
く
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
特
別

に
入
所
し
て
い
る
者
、
老
人
福
祉
法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
者
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法

規
定
に
よ
り
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
、
若
し
く
は
同
項
第
二

第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

号
の
規
定
に
よ
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
者
又

訓
練
等
給
付
費
若
し
く
は
特
例
訓
練
等
給
付
費
の
支
給
を
受
け
て

は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
条

共
同
生
活
援
助
を
行
う
住
居
に
入
居
し
て
い
る
者
に
対
す
る
保
護
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第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護

に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
こ
れ
ら
の
施
設
又
は
住
居
に
引
き
続
き

給
付
費
等
の
支
給
を
受
け
て
障
害
者
支
援
施
設
、
の
ぞ
み
の
園
若

入
所
し
、
又
は
入
居
し
て
い
る
間
、
そ
の
者
は
、
第
三
十
条
第
一

し
く
は
同
法
第
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、

入
所
し
て
い
る
者
に
対
す
る
保
護
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
こ
れ

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

ら
の
施
設
に
引
き
続
き
入
所
し
て
い
る
間
、
そ
の
者
は
、
第
三
十

条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
も
の
と
み
な

し
て
、
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
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○
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
八
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
病
院
等
に
入
院
、
入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

（
病
院
等
に
入
院
又
は
入
所
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

第
百
十
六
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
入
院
、
入
所
又
は
入
居
（

第
百
十
六
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
入
院
又
は
入
所
（
以
下
こ

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
院
等
」
と
い
う
。
）
を
し
た
こ
と
に

の
条
に
お
い
て
「
入
院
等
」
と
い
う
。
）
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
病
院
、
診
療
所
、
施
設
又
は
住
居

当
該
各
号
に
規
定
す
る
病
院
、
診
療
所
又
は
施
設
（
以
下
こ
の
条

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
所
在
す
る

に
お
い
て
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を

場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、

変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
当
該
病
院
等
に

当
該
病
院
等
に
入
院
等
を
し
た
際
他
の
市
町
村
（
当
該
病
院
等
が

入
院
等
を
し
た
際
他
の
市
町
村
（
当
該
病
院
等
が
所
在
す
る
市
町

所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。
）
の
区
域
内
に
住
所

村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た

を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か

と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該

わ
ら
ず
、
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

他
の
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る
。
た
だ

と
す
る
。
た
だ
し
、
二
以
上
の
病
院
等
に
継
続
し
て
入
院
等
を
し

し
、
二
以
上
の
病
院
等
に
継
続
し
て
入
院
等
を
し
て
い
る
被
保
険

て
い
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
現
に
入
院
等
を
し
て
い
る
病
院
等

者
で
あ
つ
て
、
現
に
入
院
等
を
し
て
い
る
病
院
等
（
以
下
こ
の
条

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
現
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。
）
に
入

に
お
い
て
「
現
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。
）
に
入
院
等
を
す
る
直

院
等
を
す
る
直
前
に
入
院
等
を
し
て
い
た
病
院
等
（
以
下
こ
の
項

前
に
入
院
等
を
し
て
い
た
病
院
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
直

に
お
い
て
「
直
前
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。
）
及
び
現
入
院
病
院

前
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。
）
及
び
現
入
院
病
院
等
の
そ
れ
ぞ
れ

等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
院
等
を
し
た
こ
と
に
よ
り
直
前
入
院
病
院
等

に
入
院
等
を
し
た
こ
と
に
よ
り
直
前
入
院
病
院
等
及
び
現
入
院
病
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及
び
現
入
院
病
院
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所

院
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所
を
変
更
し
た
と

を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
継
続

認
め
ら
れ
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
継
続
入
院
等
被
保
険

入
院
等
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

二
の
二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号

）
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を
行
う
住
居

へ
の
入
居

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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○
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
八
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
病
院
等
に
入
院
、
入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

（
病
院
等
に
入
院
、
入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

第
百
十
六
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
入
院
、
入
所
又
は
入
居
（

第
百
十
六
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
入
院
、
入
所
又
は
入
居
（

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
院
等
」
と
い
う
。
）
を
し
た
こ
と
に

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
院
等
」
と
い
う
。
）
を
し
た
こ
と
に

よ
り
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
病
院
、
診
療
所
又
は
施
設
（
以
下

よ
り
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
病
院
、
診
療
所
、
施
設
又
は
住
居

こ
の
条
に
お
い
て
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
所
在
す
る
場
所
に

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
所
在
す
る

住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
当
該
病

場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、

院
等
に
入
院
等
を
し
た
際
他
の
市
町
村
（
当
該
病
院
等
が
所
在
す

当
該
病
院
等
に
入
院
等
を
し
た
際
他
の
市
町
村
（
当
該
病
院
等
が

る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し

所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。
）
の
区
域
内
に
住
所

て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
第
五
条
の
規
定
に
か
か

、
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
す

わ
ら
ず
、
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

る
。
た
だ
し
、
二
以
上
の
病
院
等
に
継
続
し
て
入
院
等
を
し
て
い

と
す
る
。
た
だ
し
、
二
以
上
の
病
院
等
に
継
続
し
て
入
院
等
を
し

る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
現
に
入
院
等
を
し
て
い
る
病
院
等
（
以

て
い
る
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
現
に
入
院
等
を
し
て
い
る
病
院
等

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
現
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。
）
に
入
院
等

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
現
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。
）
に
入

を
す
る
直
前
に
入
院
等
を
し
て
い
た
病
院
等
（
以
下
こ
の
項
に
お

院
等
を
す
る
直
前
に
入
院
等
を
し
て
い
た
病
院
等
（
以
下
こ
の
項

い
て
「
直
前
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。
）
及
び
現
入
院
病
院
等
の

に
お
い
て
「
直
前
入
院
病
院
等
」
と
い
う
。
）
及
び
現
入
院
病
院

そ
れ
ぞ
れ
に
入
院
等
を
し
た
こ
と
に
よ
り
直
前
入
院
病
院
等
及
び

等
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
院
等
を
し
た
こ
と
に
よ
り
直
前
入
院
病
院
等
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現
入
院
病
院
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所
を
変

及
び
現
入
院
病
院
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所

更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
継
続
入
院

を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
継
続

等
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

入
院
等
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七

二

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七

条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
へ
の
入
所
（
同
法
第
二

条
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
へ
の
入
所
（
同
法
第
二
十
七
条

十
七
条
第
一
項
第
三
号
又
は
同
法
第
二
十
七
条
の
二
の
規
定
に

第
一
項
第
三
号
又
は
同
法
第
二
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
入

よ
る
入
所
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
限
る
。
）

所
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
限
る
。
）

三

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第

二
の
二

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号

五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
又
は
同
条
第
一

）
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
援
助
を
行
う
住
居

項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
へ
の
入
所

へ
の
入
居

三

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

号
）
第
十
七
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更

生
施
設
等
へ
の
入
所

四

独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の

四

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）

園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
号

第
十
五
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施

の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施

設
等
（
同
法
第
二
十
一
条
の
八
に
規
定
す
る
知
的
障
害
者
通
勤

設
の
ぞ
み
の
園
の
設
置
す
る
施
設
へ
の
入
所

寮
を
除
く
。
）
又
は
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総

合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
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第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知

的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
の
設
置
す
る
施
設
へ
の
入
所

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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○
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）
新
旧
対
照
表

じ
ん

（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
八
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
別
の
財
政
援
助
及
び
そ
の
対
象
と
な
る
事
業
）

（
特
別
の
財
政
援
助
及
び
そ
の
対
象
と
な
る
事
業
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

一
～
六
の
二

（
略
）

一
～
六
の
二

（
略
）

七

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

七

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三

号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
又
は
市
町
村
が
設
置
し
た
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設

県
又
は
市
町
村
が
設
置
し
た
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
の
災

の
災
害
復
旧
事
業

害
復
旧
事
業

八

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第

八

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）

七
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
八
十
三
条
第
二
項

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
設
置
し
た

若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
設

知
的
障
害
者
更
生
施
設
又
は
知
的
障
害
者
授
産
施
設
の
災
害
復

置
し
た
障
害
者
支
援
施
設
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

旧
事
業

ホ
ー
ム
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
同
法
第
五
条
第
六
項
に
規

定
す
る
生
活
介
護
、
同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
、

同
条
第
十
四
項
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
又
は
同
条
第
十
五

項
に
規
定
す
る
就
労
継
続
支
援
に
限
る
。
）
の
事
業
の
用
に
供
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す
る
施
設
の
災
害
復
旧
事
業

九
～
十
四

（
略
）

九
～
十
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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○
地
震
防
災
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
十
一
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
八
十
八
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
）

事
業
の
区
分

国

事
業
の
区
分

国

の

の

負

負

担

担

割

割

合

合

（
略
）

略

（
略
）

略

（
略
）

略

（
略
）

略

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七

三

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七

三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
知
的
障
害
児
施
設
、
盲
ろ

分

条
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
知
的
障
害
児
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児

分

う
あ
児
施
設
（
通
所
施
設
を
除
く
。
）
、
肢
体
不
自
由
児
施

の

施
設
（
通
所
施
設
を
除
く
。
）
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
（
通

の
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設
（
通
所
施
設
を
除
く
。
）
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
若
し

二

所
施
設
を
除
く
。
）
、
重
症
心
身
障
害
児
施
設
若
し
く
は
情

二

く
は
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二

緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定

十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す

す
る
救
護
施
設
、
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百

る
身
体
障
害
者
更
生
施
設
で
、
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
を
入

三
十
三
号
）
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
若

所
さ
せ
る
も
の
若
し
く
は
身
体
障
害
者
療
護
施
設
、
生
活
保

し
く
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
（

護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
八
条

平
成
十
七
年
法
律
第

号
）
第
五
条
第
十
二
項
に
規
定

第
一
項
に
規
定
す
る
救
護
施
設
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭

す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
生
活
介

和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
知
的

護
又
は
同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
自
立
訓
練
を
行
う
も
の

障
害
者
更
生
施
設
（
通
所
施
設
を
除
く
。
）
又
は
老
人
福
祉

に
限
る
。
）
の
う
ち
、
木
造
の
施
設
の
改
築

法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
条
の
三
に

規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
若
し
く
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
う
ち
、
木
造
の
施
設
の
改
築

（
略
）

略

（
略
）

略

（
略
）

略

（
略
）

略

（
略
）

略

（
略
）

略

（
略
）

略

（
略
）

略
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（
略
）

略

（
略
）

略

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

事
業
の
区
分

都

事
業
の
区
分

都

道

道

府

府

県

県

の

の

負

負

担

担

割

割

合

合

児
童
福
祉
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
知
的
障

六

児
童
福
祉
法
第
七
条
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
知
的
障
害
児
施

六

害
児
施
設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
（
通
所
施
設
を
除
く
。
）
、

分

設
、
盲
ろ
う
あ
児
施
設
（
通
所
施
設
を
除
く
。
）
、
肢
体
不

分

肢
体
不
自
由
児
施
設
（
通
所
施
設
を
除
く
。
）
、
重
症
心
身

の

自
由
児
施
設
（
通
所
施
設
を
除
く
。
）
、
重
症
心
身
障
害
児

の

障
害
児
施
設
若
し
く
は
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
生
活

一

施
設
若
し
く
は
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
、
身
体
障
害
者

一
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保
護
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
護
施
設
、
老
人

福
祉
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
施
設

福
祉
法
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
若
し
く

で
、
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
を
入
所
さ
せ
る
も
の
若
し
く
は

は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
又
は
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条

身
体
障
害
者
療
護
施
設
、
生
活
保
護
法
第
三
十
八
条
第
一
項

第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
同
条
第
六
項
に

に
規
定
す
る
救
護
施
設
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
五
条
に
規

規
定
す
る
生
活
介
護
又
は
同
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
自
立

定
す
る
知
的
障
害
者
更
生
施
設
（
通
所
施
設
を
除
く
。
）
又

訓
練
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
、
木
造
の
施
設
の
改

は
老
人
福
祉
法
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム

築

若
し
く
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
う
ち
、
木
造
の
施
設
の

改
築
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○
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
九
十
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
（
第
百
五
条
関
係
）

別
表
（
第
百
五
条
関
係
）

項

事
業
の
区
分

国
庫
の
負

項

事
業
の
区
分

国
庫
の
負

担
又
は
補

担
又
は
補

助
の
割
合

助
の
割
合

の
範
囲

の
範
囲

十
八

児
童
福
祉

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二

十
分
の
八

十
八

児
童
福
祉

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二

十
分
の
八

施
設

年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第

以
内

施
設

年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第

以
内

七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児

七
条
に
規
定
す
る
児
童
福
祉

童
福
祉
施
設
の
整
備

施
設
の
整
備

十
九

身
体
障
害

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和

三
分
の
二

十
九

身
体
障
害

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和

三
分
の
二

者
社
会
参

二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十

以
内

者
更
生
援

二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十

以
内

加
支
援
施

三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規

護
施
設

三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規

設

定
す
る
身
体
障
害
者
社
会
参

定
す
る
身
体
障
害
者
更
生
援
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加
支
援
施
設
の
設
置

護
施
設
の
設
置

二
十

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
一

知
的
障
害

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和

三
分
の
二

者
援
護
施

三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号

以
内

設

）
第
五
条
に
規
定
す
る
知
的

障
害
者
援
護
施
設
の
整
備

二
十
一

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
四

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
四

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
五

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
五

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
六

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
六

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
七

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
七

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
十
八

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
九
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
指
定
都
市
の
権
能
）

（
指
定
都
市
の
権
能
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九

政
令
で
指
定
す
る
人
口
五
十
万
以
上
の

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九

政
令
で
指
定
す
る
人
口
五
十
万
以
上
の

市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の

市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
の

う
ち
都
道
府
県
が
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ

う
ち
都
道
府
県
が
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部

ろ
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部

で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
処

で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務

一

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
務

二

民
生
委
員
に
関
す
る
事
務

二

民
生
委
員
に
関
す
る
事
務

三

身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

三

身
体
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

四

生
活
保
護
に
関
す
る
事
務

四

生
活
保
護
に
関
す
る
事
務

五

行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
の
取
扱
に
関
す
る
事
務

五

行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
の
取
扱
に
関
す
る
事
務

五
の
二

社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
事
務

五
の
二

社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
事
務

五
の
三

知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

五
の
三

知
的
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

六

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

六

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

六
の
二

老
人
福
祉
に
関
す
る
事
務

六
の
二

老
人
福
祉
に
関
す
る
事
務
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七

母
子
保
健
に
関
す
る
事
務

七

母
子
保
健
に
関
す
る
事
務

八

障
害
者
の
自
立
支
援
に
関
す
る
事
務

八

削
除

九

食
品
衛
生
に
関
す
る
事
務

九

食
品
衛
生
に
関
す
る
事
務

十

墓
地
、
埋
葬
等
の
規
制
に
関
す
る
事
務

十

墓
地
、
埋
葬
等
の
規
制
に
関
す
る
事
務

十
一

興
行
場
、
旅
館
及
び
公
衆
浴
場
の
営
業
の
規
制
に
関
す
る

十
一

興
行
場
、
旅
館
及
び
公
衆
浴
場
の
営
業
の
規
制
に
関
す
る

事
務

事
務

十
一
の
二

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

十
一
の
二

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
務

十
二

結
核
の
予
防
に
関
す
る
事
務

十
二

結
核
の
予
防
に
関
す
る
事
務

十
三

都
市
計
画
に
関
す
る
事
務

十
三

都
市
計
画
に
関
す
る
事
務

十
四

土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
事
務

十
四

土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
事
務

十
五

屋
外
広
告
物
の
規
制
に
関
す
る
事
務

十
五

屋
外
広
告
物
の
規
制
に
関
す
る
事
務

２

（
略
）

２

（
略
）

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄

に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る

に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

法
律

事
務

法
律

事
務
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

精
神
保
健
及
び
精

一

こ
の
法
律
（
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で

精
神
保
健
及
び
精

一

こ
の
法
律
（
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で

神
障
害
者
福
祉
に

、
第
十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の

神
障
害
者
福
祉
に

、
第
十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の

関
す
る
法
律
（
昭

七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十
九
条
の
九
第

関
す
る
法
律
（
昭

七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十
九
条
の
九
第

和
二
十
五
年
法
律

一
項
、
同
条
第
二
項
（
第
三
十
三
条
の
五

和
二
十
五
年
法
律

一
項
、
同
条
第
二
項
（
第
三
十
三
条
の
五

第
百
二
十
三
号
）

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
百
二
十
三
号
）

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第
一
項
及

第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第
一
項
及

び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
四
第
一

び
第
三
十
一
条
、
第
五
章
第
四
節
、
第
三

項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
章
を
除
く
。

十
三
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に

）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る

第
六
章
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事

務

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
新
旧
対
照
表
（
平
成
十
八
年
十
月
一
日
施
行
）

（
附
則
第
九
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
）

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄

備
考

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄

に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る

に
掲
げ
る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

法
律

事
務

法
律

事
務

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

精
神
保
健
及
び
精

一

こ
の
法
律
（
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で

精
神
保
健
及
び
精

一

こ
の
法
律
（
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で

神
障
害
者
福
祉
に

、
第
十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の

神
障
害
者
福
祉
に

、
第
十
九
条
の
二
第
四
項
、
第
十
九
条
の

関
す
る
法
律
（
昭

七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十
九
条
の
九
第

関
す
る
法
律
（
昭

七
、
第
十
九
条
の
八
、
第
十
九
条
の
九
第

和
二
十
五
年
法
律

一
項
、
同
条
第
二
項
（
第
三
十
三
条
の
五

和
二
十
五
年
法
律

一
項
、
同
条
第
二
項
（
第
三
十
三
条
の
五

第
百
二
十
三
号
）

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
百
二
十
三
号
）

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第
一
項
及

第
二
十
九
条
の
七
、
第
三
十
条
第
一
項
及

び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
四
第
一

び
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
の
四
第
一



- 388 -

項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
六
章
を
除
く
。

項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
章
を
除
く
。

）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る

）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）




